









































主催 京都大學 21世紀 COE 「東アジア世界の人文情報學研究教育據點」 
――漢字文化の全き繼承と發展のために―― 
京都大学人文科学研究所 共同研究班「20世紀中国の社会システム」 
日時 2005年（平成 17年）11月 18日（金）13時～17時 







  コメンテーター：高嶋 航（京都大学大学院文学研究科 助教授） 
 
第 2部 
基調報告：桑 兵（中国 中山大学歴史系教授） 
   「晩清的閲報与講報」（中国語） 




























































































































 本事件の発生は光緒 23 年 10 月 7 日（陽暦 11 月 1 日）のことであったが、そ
の数ヶ月前には未遂に終わったものの、宣教師薛田資（Gerge Maria Stenz）が李
家庄で襲撃されている。また前日の 10 月 6 日には、寿張県鄭家海で 30 余人の郷
民が凶器を携帯して教堂に闖入するという事件があった。事件の予兆は確実に存
在していたのである。そして 7日の夜、凶器を携帯した郷民約 30 人が巨野県張家
庄の教堂に闖入して、能方済（Franz Nies）、韓理（Richard Henle）を刀で惨殺
し、薛田資（Gerge Maria Stenz）をも捜し出そうとしたのである。1 
 当然ながら事件の第一報は山東の宣教師からドイツ公使にもたらされたものと







                                                  
1 光緒 23 年 11 月初 1 日（1897 年 11 月 24 日）付「徳使海靖為曹州教案其罪応帰山東官員事致奕
訢照会」中国近代史資料叢刊続編『清末教案』第二冊、691 頁、中華書局、1998 年。 


























間後の陽暦 11 月 14 日 、ドイツ軍艦は膠州湾を占領したのであるが、ドイツ軍膠
州湾上陸の情報は、どのように報道されていったのであろうか。 
 清朝政府中央についてみれば、総税務司ハート（赫徳）がこの案件につき総署
に来て章京舒文と会見したのは光緒 23 年 10 月 24 日（1897 年 11 月 18 日）3 時
半のことであった。 




                                                  
3 注 1 に同じ。 






ドイツの軍事作戦への言及は、さすがに英字新聞の報道が早く、陽暦 11 月 18
日には関連記事を載せている。それに対して中字新聞は、これら外字紙の記事を
翻訳して転載したものが多い。創刊されたばかりの上海『時務報』（1896年 8 月 9
日 上海創刊）やマカオ『知新報』（1897 年 2月 22 日創刊）について見れば、『時
務報』（47 冊）が光緒 23 年 11月 11 日（1897年 12 月 4日）に掲載した「論徳人
有志於山東膠洲」の記事は、西暦 11 月 18 日付『中国北方毎日報』6の記事を訳出
したものである。また、『知新報』（41冊）が光緒 23 年 12 月初 1日（1897 年 12
月 24 日）に掲載した「論據膠臺」は、西暦 11 月 23 日付『香港士蔑報』7に収録
されていた『華北西字日報』の記事を紹介したものである。そのほか教会新聞の
『万国公報』も、ドイツ軍の膠州湾上陸については多くの記事、論評を載せてい











                                                  
5 光緒 23 年 10 月 24 日(1897 年 11 月 18 日)付「総税務司赫徳就徳侵膠澳及曹州教案事來総署問答
節略」『清末教案』第二冊、676 頁。 
6 『中国北方毎日報』『華北西字日報』とも日刊 North China Daily News［字林西報］（1863 年 7
月 1 日上海創刊）のことであろう。その前身は英文週刊 North China Herald ［北華捷報］であり、
1850 年 8 月上海で創刊された。 











 梁啓超によれば、彼が 11 人の同志を糾合して都察院に上書し、この案件につ
いてドイツ政府に厳重な抗議をするよう請願したといい、その原文は閏 3月 17 日
付の『国聞報』に掲載したとある。8 孔祥吉の研究によれば、それは閏 3 月初 2




が光緒 24 年 4 月 11 日（1898 年 5 月 30 日）付けで掲載され、4 月 21 日（1898












                                                  
8 『梁啓超年譜長編』翻訳本、第１巻、200 頁。 
9 孔祥吉『康有為変法奏議研究』197 頁、彼は第一歴史档案館蔵の档案史料によっている。 
10 「公車上書請辧徳人拆毀山東孔廟摺 同人公擬 順徳麦孟華属稿」『知新報』54 冊、光緒 24 年
4 月 11 日(1898 年 5 月 30 日)、「請聯名上書査辧聖像被毀公啓」『知新報』55 冊、光緒 24 年 4 月
21 日(1898 年 6 月 9 日)。 
11 「江蘇挙人呈請査辧孔廟被毀摺」「淮安挙人呈請査辧孔廟被毀摺」『知新報』58 冊、光緒 24 年 5

































                                                  
12 「軍機処交出張汝梅奏摺」（為査報即墨県文廟被徳兵滋擾実在情形、遵飭賠修各廟宇工程、並請
将電禀不実之府県分別懲処、恭摺仰祈聖鑒事）光緒 24 年 5 月初 2 日(1898 年 6 月 20 日)『総理衙
門檔』台湾 中央研究院近代史研究所檔案館所蔵。 




中国において近代的な郵便事業が成立するのは光緒 22 年（1896 年）のことで
ある。この年 3 月 20 日、皇帝の諭旨に基づき中国郵政総局が成立された。山東省


























                                                  
14 光緒 26 年正月初 6 日到 會字第玖号 移文「署理青州府諸城県為移咨事」, 光緒 26 年正月 28
日到 會字第拾壱号 移文「署理沂州府莒州州為再行移覆事」『膠海関檔案』青島市檔案館所蔵。 
15 青島市档案館編『帝国主義与膠海関』档案出版社、1986 年、118-121 頁。 
16 光緒 26 年 5 月 23 日到 會字第弐拾号 移覆文「沂州府莒州為移覆事」, 光緒 26 年 8 月初 4 日
到 會字第弐拾弐号 移覆文「沂州府莒州為移覆事」『膠海関檔案』青島市檔案館所蔵。 







































                                                  
1 《敬告我同业诸君》，壬寅《新民丛报汇编》。 




































                                                  






的调查表共列中文报刊 302种（含已停刊 150种，改刊 21种），其中标明商、
官、外资（包括教会和外商）的各为 189、17、43种，华资民办者占三分之二。
据有创办时间记载的 397 种报刊统计，1869—1908 年，华文报刊中商办、官
办和外资分别为 271、44、82 家。1897 年以前，外资华文报刊占绝对优势，
共 24 家，而商办和官办各只有 10 家、1 家。4外资报刊中又以教会所办者居
多。1894 年耶稣会的调查统计，中国共有中外文报刊 76 种，“十之六系教会
报”5。从戊戌开始，民办报刊声势骤盛，当年即创刊 26家，大大超过外资新
创 8 家的数字。1899 年虽一度跌落到 4 家，少于外资 6 家之数，但第二年就
恢复领先发展的势头。从 1902年起，商办报刊保持每年新增 20—40家的进度，
独占鳌头（详见下表）： 
年份  商办  官办   外资    总计 
1869          1       1 
1880  1         1 
1887  1       1      2 
1888  1                 1 
1889          1      1 
1890  1               1 
1893  1         4      5 
1894          1      1 
1895  1         2      3 
1896  1     1     7      9 
1897  3         7      10 
1898 26         8      34 
1899  4         6      10 
1900  7         2       9 
1901  11   2     9      22 
1902  22        7      29 
                                                  
4 《清议报》1901 年第 100 册《中国各报存佚表》；《时务汇编》续集 1902 年第 26 册《新旧各报存目
表》；《汇报》1904 年 12 月 21 日第 640 号《答问》，1905 年 6 月 7 日第 8 年第 34 号《华字报纸补遗》；




1903  22    3     5      30 
1904  37    6    15      58 
1905  20   12     4      36 
1906  40    4          44 
1907  31    9     2      42 
1908  41    7          48 









外，外资华文报纸自 1904年后迅速减少，数年间新增设者由 1904年的 15家

















                                                  









































































                                                  




















分类 历史 地理 政法 经济 教育 科学 报章 文编 科场书  总计 
种数  38  19   27  6    7  28  5   9   5     144 











                                                  
8 顾燮光：《译书经眼录》，《中国近代出版史料》第 2 编，第 100 页；谭汝谦：《中国译日本书综合目
录》，第 41 页。 






























藏书约 400万册。电影在 20世纪 20年代后有长足发展，到 30年代初，全国
有制片公司 34家，电影院 233家，每年上映影片 1369种。广播从 1922年开
                                                  
10 《再版〈猛回头〉广告》，《游学译编》，第 11 册。  
11 王维泰：《汴梁贩书记》，《中国现代出版史料》甲编，第 409 页。 
12 《记湖北之活动写真社》，《岭东日报》，1903 年 9 月 25 日。 




































                                                  














而，数年间形势发生剧变。1905 年 3 月，上海《沪报》首倡成立“记者同盟
会”。1908 年，广东报界同人为了“发达言权”，率先组织报界公会。171910
年 9月 4日，上海、北京、东三省、广东、江西、浙江、汉口、南京、福建、
















                                                  
15 姚公鹤：《上海报纸小史》，《东方杂志》第 14 卷第 6 号。 
16 《本馆第一百册祝辞并论之责任及本馆之经历》，《清议报》第 100 号。 
17 《各省报界汇志》，《东方杂志》第 5 卷第 6 期，1908 年 7 月 23 日。 
18 《申报》，1910 年 9 月 7—10 日。 



































                                                  
20 胡汉民：《近年中国革命报之发达》，《中兴日报》，1909 年 1 月 29 日。 
21 《发刊词》，《萃新报》第 1 期，1904 年 6 月 27 日。 































                                                  
23 《各省报界汇志》，《东方杂志》第 1 卷第 10 期，1904 年 12 月 1 日。 
24 《敬告我同业诸君》，壬寅《新民丛报汇编》。 
25 《铁良与〈警钟报〉》，《警钟日报》，1904 年 11 月 24 日。 
26 《创办〈皖报〉章程》，《东方杂志》第 1 卷第 8 期。  
27 《报馆与预备立宪时代之关系》，《大公报》，1907 年 10 月 9 日。 
28 《说报战》，《中国日报》1904 年 3 月 23 日；《说快》，《二十世纪之支那》第 1 期。 
29 《凡例》，《湖北官报》乙巳（1905 年）第 1 册。 



































                                                  
31 《江西报例》，《江西官报》第 1 册，1903 年 8 月 23 日。 

































                                                  
33 《上海近代社会经济发展概况》，第 171 页。 
34 《报馆与预备立宪时代之关系》，《大公报》，1907 年 10 月 9 日。 


































                                                  
36 《〈天民报〉之风云》，《民立报》，1911 年 7 月 2 日。  
37 《〈国民日日报〉之发达》，《岭东日报》，1903 年 11 月 10 日。 
38 《沈祖燕、赵尔巽书信中所述清末湘籍留东学生的革命活动》，《湖南历史资料》1959 年第 1 期。 

































                                                  
40 《南洋官报》第 99 册，1907 年 12 月 14 日。 
41 《说官报》，《南洋官报》第 50 册，1904 年 5 月 24 日。 
42 《官设图书馆之目的》，《警钟日报》，1904 年 11 月 5 日。 
43 《详纪〈汉报〉改归官办事》，1903 年 6 月 12 日。 



































                                                  
45 《申报》，1911 年 8 月 26 日。 

















地区 报刊数   地区 报刊数   地区 报刊数   地区 报刊数 
上海 123     北京   64   广东  37      直隶  29 
湖北 28      浙江   16   山东  16   四川  13 
奉天 13      山西   10   江苏   7     江西   6 
吉林  6      湖南    5  黑龙江  5   广西   5 
河南  4      福建    4   安徽   3     贵州   2 
陕西  1      西藏    1   蒙古   1   总计  397 
在 23 个省区设立的 397 种报刊中，上海、北京、广东、直隶、湖北、浙








                                                  
48 《本馆告白》，《日新学报》第 1 期，1904 年 7 月 19 日。 
49 姚公鹤：《上海报纸小史》。 
50 《论中国官吏禁报事》，《知新报》第 116 册，1900 年 3 月 31 日。 
51 《张之洞介绍丛报杂志》，《选报》第 45 期，1903 年 3 月 29 日。 































                                                  
53 姚公鹤：《上海报纸小史》。 
54 胡道静：《上海的日报》。  
55 冯自由：《革命逸史》，第 3 集，第 139—159 页。 
56 《清廷专禁外洋革命书报之可笑》，《中国日报》，1907 年 9 月 12 日。 
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57 《上海报界之一斑》，《东方杂志》第 6 卷第 12 期，1910 年 1 月 6 日。 
58 胡滨译：《英国蓝皮书有关辛亥革命资料选译》下，第 379 页。 
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于不利境地，存在周期大都十分短暂。百般摧残之下，民初百花竞开的繁荣表































                                                  
59 《时报》，1914 年 4 月 4 日。 
60 廖苹：《六十年来之中国》，《循环日报六十周年纪念特刊》。 




































                                                  



































                                                  
64 《上海报纸小史》。 
65管翼贤：《北京报纸小史》。 
 36
通过传媒来吸取新知，不仅错解了许多概念，而且根本违背了西学的本旨，如
将民主、科学等概念变成绝对的神圣信仰，排斥其他思想，将对真理的探索和
建全发现真理的社会机制与找到一种真理相混同，将学习西方这一不断调适的
过程变为先验式的寻找最佳模式。另一方面，大众文化中滋生出来的从众心理
和偶像崇拜，刺激了对文化英雄的权威式服从与信仰，结果，泛化的西学造成
全盘反传统和全面外化的追求，却没有提供将向往变成现实的基础。事实上，
不与本位文化融汇，将无从判断外部文化的精华与糟粕，适合于异域者不一定
适合于本土。因此，绝不可能先期找到一种无需调整绝对正确的模式，并使之
完全本土化。在对人对己广泛而肤浅的重新认识的刺激下，持续不断的变革冲
动很难转化为建设性成果，而冲动本身却渐渐演变成目的。其中的教训，应当
引以为戒。 
